
1

社会実証における走行速度・走行路の分析
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江東区豊洲における走行実態（業務利用）
GPS（距離と時間）から計算した車速の状況
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さいたま市における走行実態
渋滞の多い都市部では、10㎞/h以下の走行割合が多い。
50～60㎞/ｈまで利用実績有り。
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熊本県における走行実態
用途により車速が大きく異なる。レンタカーを除く最頻値は30～40km/h。
50～60㎞/ｈまで利用実績有り。
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宮古島市における走行実態
用途により車速が大きく異なる。最頻値は40～50km/h。
50～60㎞/ｈまで利用実績有り。
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都市部での日常利用における速度調査結果
考察
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都市部での日常利用における最高速度に関するアンケート結果
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都市部での日常利用における走行路のアンケート結果
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まとめ
速度について
• 混合交通下では、エリア・用途を問わず60km/hの最高速度は必要。

走行路について
• 混合交通下での走行を考慮する必要がある。

【都市部での日常移動の実験例】
- 利用者の3/4は、8割以上は自動車で走る場合と同じ道路を走行している。
- 利用者の1/4は、3割～５割の区間で普段自動車で走らない道路を走行している。
⇒超小型モビリティの特性を活かした利活用
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